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義
と
労
働
蓮
動
の
関
係
.に
つ
い
て
は
、
す
で 

に
ユ
ル
ゲ
ン
•

ク
チ
ン
ス

キ

I 

(J

d:r
g
e
n

 K
u
c
z
y
n
s
k
i
)

の
諸
著
作
、
と
く 

に
.そ

の「

ド
イ
ツ
帝
S
主
^
史
研
^」

(
3
t
u

.o.ien 
N
P
H G

e
s
e
h
i
c
h
t
e

 

d
s

deutsciien Imperialismus, 2 Bde,)

の
ほ
か
に
、
彼
の
教
え
を
ぅ
け
た

若
い
人
々
の
業
績
と
：し
て
、
つ
ぎ
の-1
卷
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、H
-y
丨
ヵ
•
ケ

(

2)

1

ニ
ッ
ヒ(Erika:K

o:n
i
g
)

の

「

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と
経
済
独
占
の
到
来

」 

(Dies _d

fl)utsch©.

OJoziaMemokrslti©

CJ
n
d
.
d
i
o)
§
^
o
t
t
i
o
b
.
f
t
s

 

wirtschaftsmollodole

'-.
s
s
.
)

と
マ
ル
.ティシ

•

シュミット

.

.
• 

• 

•

. . 

.ニ
'
.

(Martin s
d
l
m
i
d
t
)

の

.

「

一
九
三T

年
に
お
け
る
ベ
ル
リ
ン
市
電
力
^
業 

株
式
会
社
の
取
引」

0

S-B
E
W
A
9
T
r
a
n
s
a
c
t
i
o
n

 i
m

 

Jahre 

1
9CO
1
,
 

1
9
5
7
>

で
：あ
る
。
今
世
紀
初
頭
の
青
年
労
働
者
の
運
動
を
と

り

あ

つ
か
？
た
も
の 

と
：し
て
、:'
ウ
ォ
ル
タ
，

ズ

ィ
I
.ガ
.
I (W

a
l
t
e
r

CQieger
〕
「

ド
イ
ツ

労
^
者 

.青
年
蓮
動
の
最
初
の
十.年」

.

(Das 

erste. J
a
h
x

'ghut 

dex 

de

cltschen 

A
r

ore
i
t
e
r
j
u
g
e
n
d
b
e
w
e
g
u
n
g

M
g
o
t
l

9

x4
,3L958.)

も

異

色

あ

^
-
力

作

と

い
え
ょ
ぅ
0

.
:
'
:

草
倉
期
；.の
；
ド

イグ
労
働
運
動
と
社
会
主
義
蓮
動
の
研
究
と'し
て
は
.、
力
I
ル
|
 

ハ
イ
.ン
.ツ
.
•
.ラ
イ
デ
ィ
ッ
ヒ
、力

イ

ト

(wa,H2-HeiQZ, Leidi

oqk
e
i
t
)

の

「

ド 

彳
ツ
労
働
運
動
に
お
け
る
：ウ
^
-
ルへ
.ル
..ム.
.リ
ー

プ

.ク
ネ

ヒ

•ト

と

ア

ウ

グ

ス

b • T
I
、

-s.
々

[__
'(wilheImLiebknecht und A

u
g
u
s
t

 Bebel in 

der deutscileyArTbeiterTbewe

oqu
n

ffq
, 1862118.69,1957)

と
ト—

マ

ス

.
ホ.H
丨

レ

(
T
h
o
m
a
s

w
o:
B:
s
.
お

ょ
び
ヨ

ゼ

フ

.
，
_
シ
，.ュ
ラ

イ

フ

.シ
ュ 

タ

イ

ン(Jose
HJS

C
M
M
f
s
t
e
i
n
)

の

フ

ラ

ン

ツ

.
/ -

f
リ

ン

ク

に

つ

(

て
の

，.

ニ

.
：

'
: 

4

伝
記
的
考
察(F

r
s
z

 Mehring, sein W
e

 

的

 

N

i
 

M
a
r
x
i
s
m
u
w
1956 ; 

Franz 

Mehring, 
sein 

marxitischen 

SehaSen, 

189111919,

が
注
因
さ
れ
る
。

ま
た
，
一
八
五~1
年
、
:.
:ケ
ル
ン
共
産
®

判
辦
件
と

称
せ
ら
れ
る
陰
謀
に
つい
て

.

は
、
資
料
と
し
て
力
：I
ル
.
.ビ
ツ
：テ
ル

.

o
K
a
r
l

 

B
i
t
t
e
i
)

の

「

同
時
代
の
新
聞
を
通
じ.て
み
た
：一
八
五
ニ
年
の
ケ
ル
ン
共
産
党 

裁

-M
J (

D
e
r

 K
o
m
m
u
n
i
s
t
e

'yp
r
o
z
e

coz
u

w
o:
l
n 1852 

i
m

 

S
p
i
e
g
e
l

 

.:der .zeitgen

OJssiscilen. F
H
e
s
s
e
'
l
^
s
.
〕.

と
ル
■ド
ル
.
.フ
、•
.ぺ
.ル
.：ン
'シ
ろ
'タ
，
 

■/

ト-
.(
R
u
d
o
l
f

 H
e
r
r
n
s
t
a
d
t
)

 

.
0,'「

国

際

的

プ
 
口 
レ
.■タ
.リ
.
T
'
l
ト
に
.対

，
す
 

る
最
初
の
陰
謀」

(
D
i
e

 

e
r
s
t
e

，
v
e
H
s
c
h
w

o:
H
u
n
g 

g
e
g
e
n

 

das: inter- 

nationale Proletariat, 1
9
s
.
)

が
あ
る
。
ま
.た
社
会
主
義
鎮
ff
i
法
下
の
運 

動
と
し
て
は
、

へ.ル
フ
ァ
イ
エ
ル

.(K. 

A
.

 

H
e
n
f
a
i
e
r
)

の

「

社
会
主
義
鎮
. 

压
法
下
の
ド
イ
ツ.社
会
民
主
党」

(
D
i
e

 

d
u
t
s
c
h
e

 

.sozialdemokratie 

w

w:h
r
e
n
d

 des.. SoziaHste
n
g
e
s
e
t
z
e
s
, 

100
700
-
100
9
0
, 

1
9
5

00
0
;
が
注
同
さ 

れ
る
し
、
第
.

一

次
世
界
大
戦
直
前
ま
で
の.ル
ー
ル
地
方
に
お
げ
る
鉱
山
、労
働
者 

の
蓮
動
に
■.関
す
る
%
の
と
し
て
.、

マ
ツ
.ク
ス
.，
コ
ツ
■ホ
.(

M
eJ
x
w
o
o
s

.

の

「

ゥ
ィ
：ル
べ
ル
ム
ニ
世
時
代
の
ル
ー
ル
地
帶
に
お
け
る
鉱
山
労
働
者
の
運
動」

.

(
D
i
e w

e
r
g
a
i
r
b
e
i
t
e
r
-
b
e
w
e
g
u
n
g

 

w
&
H
g
e
b
i
e

ct
-zu

r

 Zeit w
i
l
— 

ぼ1m

 E
/:1

9
5

s,

も
忘
れ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
 

..

.

以
上
に
お
い
て
、
こ
こ
ニ
、
三
年
間
に
，公
刊
さ
れ
た
ド
イ
ツ
労
働
連
動
、
 

社
会
主
義
蓮
動
に
か
ん
す
る
i

の
主
要
な
も
の
の
う
ち
、_

豸
が.
入
手
し
，え 

た
も
の
に
つ
い
て
ご_
く
簡
単
な
考
察
を
試
み
た
：
.0
ド
イ
ツ
の
労
働
蓮
動
史
.に
つ 

'..
い
て
は
ま
だ
研
究
を.
は
じ
め
た
ば
か
り
で.
あ
り
、..
イ

ギ

リ

ス

労

働

運

動

史

と

..の 

比
較
研
究
を
試
み
ょ
う
と
す
る
筆
者
に
と
っ

て

は
、:'
ド

イ

ツ

はま
っ

た
く
未
知 

'の
土
壌
と
い
う
ほ
か
は
な
い
0
た

だ

筆

者

を

駆

り

た

て

て

ド

，イ

ツ

に

赴

か

し

；め

.
る
も
の
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
お
れ
の
袓
国
日
本
が
、.
か
つ
ヤ
体
験
し

■

: 

:

.

.

.

.

.

ド
イ
ツ
社
会
運
動
史
に

.か
ん
す
る
最
近
の
資
料

■

(

そ
の
.ニ
.

)

'

た
と
同
じ
よ
う
な|
^
|
:
的
1

:、
政
治
的
雰
囲
気——

ブ
ァ
シ
ズ
ム
の
基
盤
と 

.
し
.て
.の
半
封
建
主
義
V
'軍
国
主
義
I

を
第
.ニ
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
も
ま 

た
宿
命
的
に
：に
な
わ
さ
れ
て
ざ
た
ど.ぃ
う
歷
史
的
な
事
実
で
あ
る
。
.日
本
と
同 

'
じ
く 

f

pか
來
和
か
.

T

の
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ド
イ
ツ
は
、
い 

ま
一
.

に
分
裂
し
^「

腐
族
：

Q:

悲
劇」

を
身
を
も
っ
て
味
わ
い
：つ
つ
あ
る
。
最 

近
に
.お
け
る
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
の
研
究
動
向
を
、
.
i
深
ぐ
観
察
す
る
な
ら 

ば
、パ
わ
れ
わ
れ
は'、
'こ
：の
よ
う
な
民
族
的
な
悲
劇
が
、
学
問
の
領
域
に
も
暗
く 

捉
歡
さ
れ
て
い
：る
の
に
気
が
ー
つ.
<で
あ
ろ
う
。.西
ド
イ
ツ
に
：お
け
る
ア
デ
ナ
ウ 

ア
ー
政
権
の
フ
デ
シ
ズ
ム
化
、
す
な
わ
ち
西
独
の
核
武
装
と
車
国
主
義
化
を
共 

.
産

主

義

諸

霞

：何
よ
，り
も
お
そ
れ
て
い
を

」

と
は
.い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ 

.う
な
脅
威
が
，衆
ド
イ
ツ
を
し
て
極
宠
的
公
式
：王
義
を
と
ら
し
め

V

い
る
傾
向
が 

な
い
'で
あ
ろ
う
，か
。.そ
の
結
果
.は
、
労
働
'運
動
史
研
究
：にも
、
'歴
然
と
あ
ら
わ 

れ
て
い
る
。'一.
.方
，
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て.は
、
労
働
蓮
動
史
や
社
会
主
義
運
動 

史
に
か
ん
す
る
注
目
す
ベ
ぎ
業
績
ば
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
よ 

, 

'
'
い
。
.と
り
わ
け
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
，場.に
立
.つ
研
究
は
ほ
と
ん
ど
絶
無
に
ち
が 

V 

. .

.■

ふ
も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
高
い
水
準
を
保
つ
多
数
の
ず
ぐ
れ 

た
業
績
を
否
定
し̂

う
と
い
う
9
で
；は
な
い
。

と
く
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ツ
ヒ
の 

ヵ
！
ル
.
.;.
マ
ル
ク
，ス
太
学
の
ド
イ
ツ
史
研
毙
所

(

1を
兹

良

洁

ヴ
' De

u
t
s
c
h
e

 

G
e
s
c
M
c
h
'
t
e

 an; d

cl>
:
-
r
K
a
r
l
-
M
a
r
x
-
-
u
a
v
e
r
s
i
t

ta:t 

L
e
i
p
z
i
g
-

の
工
ル 

シ

ス

ト

，
エ
：
ン
ゲ
ル
べ
ル
.ク

教

授

(
p
r
o
f
r

 D
r
.

 Ernst: E
n
g
e
l
b
e
r
g
)

の 

指
導
の
：も
と
‘に
が
さ
^'
て
.い
る
若
い
人
々
の
諸
研
统
や
レ
オ
.
シ
ュ
テ
ル
シ
教

'
兰

五C

八
六
五)



授

に

ょ

‘っ
て

^
導

'さ
れ

る

ベ

ル

リ

ン

の

ド

ィ

ッ

科

学

ァ

ヵ

デ

ミ

！

の

藤

大

な

資

一

料

的

研

绝

に

対

し

て

、
：
：
心

.が
ら

證

钇

_

^'
.も

0
で

あ

る

。''
'
:
: ノ
;:
^
^
^
^
^
^
^
,
;
: 

&
60
:
_ょ
ぅ

な

意

味

が

ら

、

*
者

は

^
ィ

ッ

民

主

共

和

国

に

：
お

い

て

、

.;

.
'
|
異

常

众
 

熱

心

さ

を

も

っ

て

つ

づ

け

ら

れ

て

い

る

資

料

的

な

研

绝

に

関

心

を

い

だ

く

と

と
 

も

に

、

こ

の

資

料

の

も

っ

て

い

る

意

味

を

紹

介

し

、

あ

わ

せ

て

、

今

後

の

研

绝
 

■'
.の
手

が

.か
：り

に

.し
た

い

と

思

ぅ

0

'

.

.

.:
,へ

, 

■ 

- 

. 

. 

: 

ノ

V 

. 

' 

■ 

, 

. 

/ 

V 

. 

.

.

.

. 

. 

.

.

.
'
.

-I
'
■
.
.-
て

■.'一

.

. 

.
• 

»

:(

i

三

田

学

会

雑

誌

、
i
l
:卷
六

月

号

、

五

土

卷

四

月

号

拙

稿

参

照

。

.'

;
.ケ
ー
ラ
ッ
'ピ
：.の
労
作
に
：.っ
：ぃ
て
は
％
正
田
床
次
郎
氏の
寡

が

^
る
.
 

.
S一
田
学
会
雑
誌
、.五11

巻
五
月
号)

。

V
こ
.の
®

的
研
究
の
紹
介
お
ょ
び
検
討
に
入
る
前
に
、
：本
資
料
の
対
象
と
し
、
 

て
の
社
会
主
義
鎮
圧
法
の
時
期
に
お
け
る
ド
ィ
ッ
'社
会
民
主
党
の
活
動
そ
の
も.
 

の
に
.
.つ
い
て
、
.冒
頭
に
か
か
げ
ら
れ
た力
I
ル—

ア
レ
..キ‘サ
シ
.ダ
ー
.
.ベ
.
.ル'ア
ン 

ァ
ィU

ル
の
.か
な
り
長
い
論
文(

本
資
料
の
解
説
的
な
意
味
：を
も
っ
て
い
る

)

、 

「

一
八
七
八
年
が
ら|
A九
〇
年
ま
で
の
例
外
法
の
も
と
に
.お
け
る
社
会
民
主 

党」

.を
参
考
と
し
つ
：つ
考
察
す
る
こ
と
に
し.夂
ぅ
。

い
ま
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
，
今
日
ま
で
の
ド
ィ
ッ
労
働
蓮
動'の
.
歴

史

を

概

観
 

す
る
な
ら
ば
、

つ
ぎ
の
五
つ
の
時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
ぅ
。，す
な
.
 

ゎ
ち
、
㈠
一
八
四
八
〒
一
八
七
五
年
、

：

0
：

一
 
八
七
五
^

-
一
 
九
一
四
年
、

:
 

肖

1
九
一
四
I

九
三
三
年
、
！
：
一

 
九
三
三
f

一
 
九
四
五
年
、
㈤
ー
九
西

V 
.

.

:

三
六:(

A
六
.六)

.

::

五
：.
^
-
^
在

ま

^

V

第
一
:
.期
は
、
：
ド
イ
5
1月
革
命
の
失
敗
後
か
ら
社
会
民
主 

觉
：の
：前
身
と
:1
.
#の
甘
小
次
社
会
民
主
主
義
労
働
党
の
建
設
ま
.で
を
含
む
草
創 

期
.で
あ
％

へ
第|
1期
は
ヤ
社
会
民
主
觉
が
マ
ル
冬
ス
：主
義
政
党
と
1.
て
そ
の
_ 

礎
を
確
立
し
た
時
溯
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
れ
と
同
時
：に
ビ
ス
マ
ル
ク
に
'よ
る 

酷
列f

な
社
会
主
義
鎮
庄
法
に.よ
.つ
て
.追
放
さ
れ
た
苦
難
の
時
代
で
も
あ
つ
た
。 

弾
圧
に
よ
っ
て
锻
-£
ら
れ
、
や
が
：て1
:八
九
〇
年
の
輝
か
し
い
勝
利
を
か
ち
と 

つ
，た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

が

、

逆
に
ま
た
右
翼
日
和
見
主
義
が
ま 

さ
に
こ
め
.時
期
に
枱
頭
し
た'
.あ
た
：か
%■
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
帝
国
主
義
段
階

： 

べ
.
.
0
移
行
に
と
：も
な
ぅ
労
働
貴
族
層
の
発
生
や
中
間
1

の
増
大
を
み
る
に
及 

.ん

.で
> 

.
こ
れ
ら
.の
状
勢
を
反
映
し
：て
党
内
に
い
わ
ゆ
る
修
正
主
義
論
争
が
は
げ 

U
く
亂
わ
さ
れ
る
に
至
っ
た'0
第
二
イ
ン
タ
：丨
ナ
ジ
ョ
ナ
ル
に
お
い
て
■

的 

な
地
位
を
占
め
.て
いた
ド

イ
ツ
社
会
民
主
^
内
部
の
こ
の
よ
ぅ
な_

®と
分
裂 

と
は
> 
結
厨
第
1
:次
世
界
大
戦
の
勃
発
を
前
に
：し
て
、
プ
ロ
.
.レ■タ
リ
ア
国
際
主 

義
を
裏
切
る
結
果
を
招
い
た0
.で
あ
る
.
。

.

.
'

■

「

第
三
期
は
、.ド
イ
ツ
労
働
蓮
動
を
も
含
め
て
世
界
の
労
働
運
動
の
、
も
っ
と 

も
不
幸
な
も
？
と
も
悲
劇
的
な
時
代
、
労
働
者
階
級
が
、
社
会
主
義
連
働
の
い
ち 

じ
る
し
.い_発
展
と
そ
の
徹
底
的
な
破
滅
と
：い
ぅ
数
奇
な
運
命
を
身
_を
も
っ
て
体 

験
し
た
時
期
に
相
当
す
る
。'第1

次
大
戦
の
勃
発
に
とも
な

ぅ

国
際
⑽

神
の
喪
失
、
労
働
蓮
働
の
壊
滅
、

.

プ
口
レ
タ
リ
ァ
ー
ト㈣
ま
間
の
大
量
殺
戮
、

ロ
シ
ア
革
命
の
影
響
に
よ
る
労
働
違
動
の
昂
揚
、
そ
の
'結
果
と
し
て
の
ド
イ
ツ 

十
一
月
革
命
の
勃
発
と
そ
の
失
敗
、
敗
戦
に
よ
る
イ
シ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
^
畠 

と
国
民
生
活
の
破
滅
、
*

働
運
動
の
未
曽
有
の
昂
揚
と
反
動
化
し
た
社
会
民
主

党
政
権
、
ヮ
ィ
マ
ー
ル
体
制
の
危
機
、
そ
し
て
つ
い
に
ナ
チ

ス
の

支
配
に
よ
っ
‘
 

て
、

一
刼
の
社
会
主
義
運
動
や
労
働
蓮
動
は
、
‘扭
殺
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
第
四 

期
は
、'
:い
わ
ば
暗
黒
時
代
で
あ
り
、
共
産
党
は
も
.と
よ
り
社
会
民
主
党
や
ブ
ル 

ジ
ョ

ァ
政
党
と
し
て
の力
ト

リ

'

ッ
ク
中
央
党
の
如
き
も
解
党
を
強
制
さ
れ
、
民 

.主
主
義
は
そ
の
最
後
の
断
片
寸
ら
も
奪
い
と
ら
れ
、

一
切
を
あ
げ
て
フ
ァ
シ
ズ 

ム
と
^

の
火
中
に
双
ぜ
ら
れ
た
時
代‘で
あ
ら
た
。
s

mの
第
五
期
は
、 

い
ぅ
ま
で
も
な
く
敗
戦
後
か
ら.

1

九
四
九
年
の
.東
西
両
ド
ィ
ッ
：の
分
裂
を
へ 

■て
、
今
日
に
至
る-
}
~
五
年
間
で
あ
る
。
..:

ゎ

れ

.
ゎ

れ

が

こ

こ

で
問
題
と
す
る
の
は
主
と
し
て
第
一
一
期
で
あ
り
、：

こ

の

時 

.期
だ
け
.を
と
く
に
と
り
あ
げ
て
、
ド
ィ‘ッ
労
働
蓮
動
史
上
に
お
け
る
意
味
、
そ
の 

i

性
を
考
え
る
な
ら
ば
、㈠
労
働
者
階
級
の
数
量
的
増
大
と
階
級
意
識
の
成 

.
熟

(
=

労
働
遮
動
の
激
化
、

社
会
民
主
觉"の
成
立〕

、3!

ド
ィ
'ッ
資
本
主
義
の
.

飛
蹯
的
発
展
"
帝
国
主
義
段
階
へ
：の

禊

入

(

N
海
外
植
民
地
獲
得
：の
：た
め
の
帝
、

.
国
主
難
磡
争
の
準
備

〉

、
！
；ビ
ス’
ル

を

よ

る
-^
飴
と
鞭
し
の
対
労
働
者
政
策
ノ 

(=:

社
会
保
険
法
と
社
会
主
義
縝
压
法

 >:::

な
ど
が
重
要
.介

特

徵

と

：

し
て
数
え
ら，
 

'れ
る

。
し
か
も
こ
れ
が
相
互
に
内
的
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
.も
ち 

ろ
ん
で
あ
り
、
社
会
主
義
鎮
庄
法
と
そ
：は
、

：

ド
ィ
ッ
が
資
本
主
義
が
み
ず
が
ら
：
 

胚
胎
し
て
い
る
こ
の
よ
5
な
諸
矛
盾
を
、
：
.暴

力

的

な

手

段

に

よ

.

.?
て

解

決

を

は
 

か
ら
ん 

'
.
と
し
.た

：も

：の
.で
.
.あ
.っ
：た
。
^
こ
>
.
.
に
.社
会
主
義
鎮
压
法.の
.問
題
提
起V
. 

:
:は
、
そ
：盤

体

の

な

か.に
、
，
十

九:|
»
:紀
^
半
に
お
け
る
卞
ィ
ッ
の
^

|
の
、
も

，
 

っ
と
も®
要
な
^

#

g

v

a
会
的
そ
し
て
政
治
：

g

な
問
題
^'
.統
一
'せ

し

め

て

い

.
：

y
 

ハ

，
.
：
. 
' 
パ
：へ
：マ

■
;. 

. 

.

 
.

 

- 
'

 
.

 

. -
 

L

 

...
 

.
，
ノ
 . 

-

 

......
 

. 

. . - . 
.
.
.

..ド

.イ
ッ
.：社
会
.運
.動
^
に
/か
，
ん
..す

る

最

近

の

貧

科

(

そ
の
，一一

)

.あ
ら
ゆ
る
国
の
労
働
蓮
動
の
歴
史
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
.う
に
、
.弾
压
立
法 

は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
資
本
主
義
発
展
の
一
定
の
段
階
に
お
い
て
必
ず
あ
ら
わ
れ 

:る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ィ
ギ
リ
ス
の
回
結
禁
止
法
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル

.
 

シ
ャ
プ
リ
エ
&
、
わ
が
国
の
1
 女
#
察
法
な
ど
が
も
っ
と
も
典
型
的
な
も
の
と 

知
K
れ
.

£
が̂
、
.こ
め
場
合
、
立
法
者
と
し
て
の
支
配
階
級
に
共
通
の
思
想 

お
よ
び
心
理
馨
は
、
労
働
者
の
団
結
が
、

：「

刑
法
上
の
犯
罪」

と
し
て
罰
せ 
.

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と.す
る
も
の
で
あ
り
、
と
く
に
ド
ィ
ッ
の
場
合
は
、
そ
の 

法
案
の
'起
草
に
.あ
.た
っ
て
、
階
級
対
立
と
し
て
の
労
働
問
題
の
解
消
、
プ
ロ
レ
タ 

リ
ア
.1
ト
の
現
存
社
会
秧^-
へ
め
整
序
の
意
図
を
か
く
さ
な
か
っ
た
。
.す
な
わ 

ち
社
会
主
義
鎮
圧
法
は
、

：

実
質
的
に
社
会
民
主
党
員
.を
刑
罰
の
面
か
ら
い
っ
て 

，例
外
状
態
に
拉
わ
た
の
セ
あ
っ
て;'
*
社
会
主
義
者
は
、
そ
の
霸
に
際
し
て
刑 

.
事

訴

訟

法

第

一

一

一一

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「

あ
ら
ゆ
る
人
間
に
た
い
す
る
個 

人

0.
自
由
の
保
護
1
が
拒
否
洚
れ
た
の
で
あ'<
>
た
。；

社
会
主
義
鎮
庄
法
が「

例 

外
法」

CAUSnaiime-g

'fDsetz)
，

と
呼
ば
れ
る
所
以
で•あ
る
。
少
し
く
ド
ィ
ッ 

:

の
歴
史
を
さ
ぎ
の.ぼ
っ

て

(

■:
'
一
 
八
四
〇
年
狀
か
ら
社
会
主
義
鎮
压
法
制
定
ま
で 

'-
の
赴
会

I

済
的
中
よ
び
政
治
的®

I
れ
て
み
よ
う
。
' ■
:

マ
力
ー
ル
、
マ
ルク
ス
は
、
I

A四
八
年
十
：.一
月
、.
つ
ぎ
の
.よ
う
に
書
い
て
い 

る
。
.

.

.

.
，

：

-
.
.
.
.
. 

-

,
:□■
八

四

八

年

お

よ

び

一

i

ー
七
：
免

年

吖

」
『

革

命

呤̂

^

.

マ
て
.い
る
と
い
う
限
り
な
き
誇
り
に.よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
允
の
で
：あ
る
が、1 

“
ル
四
八
年
に
お
け
る.ベ
，'ル
リ
.ン
入
た
ち
の
誇
り
は
、
彼
ら
が
時
代
錯
誤
を
代 

.

表
し
-て
い
た
と
い
う
琪
突
に
墓
い
て
い
た
。

…
…

ド
ィ
ッ
0
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

■ 

三

七(

八
六
七)

.



丨
の
発
達
'は
き
わ
め
て
緩
慢
で
あ
り
、.連
々
た
る
も
の
で
あ.り
、
の

ろ

の

ろ' 

し
た
も
の
で
.あ
？
た
か
ら
.
>そ
れ
が
封
建
制
度
お̂

ひ
専
制
政
治
.に
た
い
し
.

て
危
険
と
な
り
は
じ
め
：た
と
き
に
は
、
：
す
で
に
他
方
に
お
い
て
プ

P
レ
タ
リ 

.

.

.
K
I
ト
、
'お
，よ
び
都
市
人
口
中
の
、
プ
'

ロ.
.
.
.
.
.
レ
タ

y
- 

7
丨
■ト
.と
利
害
お
よ
び
思

'
想
を
同
じ
く
す
る
諸
層
が
そ
れ
に
対
立
し
て
い
た
。
ブ
ル

ジ

m

ア

ジ

ー
の
敵 

の
な
か
に
は
、
そ
^『

背
後』

に
あ
る
階
級
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
前
面
に
あ 

る
全
ヨ
ー
ロ
ッ
。ハ
が
あ
？
た
。

I
,

七

八

九

年
の
フ

ラ
ン
'
ス

の
プ
ル
ジ

ョ

ア

ジ 

I
と
；は
遠
>
て
、
' プ
ロ
シ
ャ
の
ブ
ル.ジ
ョ
ナ
ジ
ー
は
、
現
代
社
会
の
全
体
を 

ば
、
旧
秩
序
の
代
表
者
た
る
国

H
T
.

貴
族
に
対
抗
し
て
保
護
す
る
階
級
.で
は 

な
か
っ
た
。
.そ
れ
は
、
す
で
に
国
王
と
も
民
衆
と
も
橱
突
す
る
階
級
に
落
ち 

て
い
た
。
そ
し
て
ど
ち
ら
の
敵
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
も
優
柔
不
断
で
あ 

っ
た
。
け
だ
し
そ
れ
は
、
常
に
裏
の
敵
に
眼
を
く
ば
：っ
て
い
た
：か
ら
，で
あ

'
 

る
。
そ
れ
は
、
最
初
か
ら
民
衆
を
裏
切
：っ.r
IF
J
社
会
：.の
代
表
渚
た
：る
国
王
と 

妥
協
し
よ
.ぅ
と
す
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た:0
け
だ
も
ド
ィ
ッ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア

：

： 

ジ
ー
そ
の
も
の
.が
旧
社
会
に
属
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
.

…
…

保

守

主

義

者
..

.

に
た
い
し
て
は
革^g,

で
あ
り
、
革
命
主
義
者
に
た
い
し
て
は
保
守
的
で
あ
：

り

.

.：
：
眼
も
な
く
耳
も
な
く
何
者
も
な
い

や

が

て
亡
ぶ
ベ
き
老
衰
した
_

#; 

—

■こ
れ
が「m

月
革
命」

：：

以
来
プ

ロ

シ
ャ
の
_
家
を

導
き
つ
つ
あ
っ
た
プ 

口
シ
.ャ
.
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
地
位
で
あ
っ
た

J。

...
.

:

、

こ
の
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
は
、
経
済
上.の
利
益
を
得
る
代
隱
と
し
て
、
政
治
的

:

C

3

)

.

'に
は
依
^
と
し
て
ユ
.ン
.、ヵ
.丨
の
下
僕
た
.る
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
ド
ィ
ッ
..ブ 

ル
ジ
a
ア
ジ
ー
の
脆
弱
性
を
見̂

に
道
破
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ブ
.ル
ジ
ヨ

―'一
八(

八
六
八)

V
.

■ 

• 

.
- 

.
ア
ジ
ー
は
、"そ
の
発
展
の
た
め
に
は
、

:

ウ
ィ
.丨
シ
会
讓
に
よ
っ
て
、
主
と
し
て 

ロ
.シ
ア
'̂
よ
.っ
'r
.
、
v.つ

ぎ

に

は
イ

.キ
リ

ス

と

フ

ラ

ン

'ス
.と

に

よ
っ
て
、
：大
小
一
一.
 

百
以
上
の
特
別
な
地
片
を
有
す
る
三
六
の
国
家
に
分
割
さ
せ
ら
れ
た
祖
国
を
統 

一
し
、
ド

イ

：ッ
帝
国
を
完
成
ず
るこ
と

が

要
求
さ
れ
た
。
政
治
的
な
統
一
の
必 

.要
な
前
提
と
し
て
の.経
済
圈
の
統一

は
、
す
で
にr

八m

四
年
プ
ロ
：シ
ヤ
を
中 

心
と
す
る
関
税
同
盟
の
成
立
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
重
要
な

こ

と

は

、 

こ
の
関
税
同
盟
が
中
小
諸
国
家
の
全
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
プ
■ロ
シ
ヤ
の
§

に
し
た

.
C
4
:

) 

.

と
い
ぅ
こ
；と
：で̂

っ

た

.0

T
A四
牵
の
三
月
革
命
以
後
、
ド
イ
グ.は
産
業
革
命
の
時
代
に
入
っ
た
。 

一
八
四G

年
代
に
は
、
フ.ラ
シ
ス
：の
半
分
に
も
達
し
な
か
マ
た
蒸
気
機
関
は
、
一

. 

八
五
0
年
に
は
早
く
も
三
分
の_.
ー
 
と
な
り
、''
.

1

八
六
〇
_

に
は
ほ
ぽ
四
分
の 

三
に
達
し
た
。‘：絶
対
数
で
は
一
八
四0
申
ぬ
西
万
_
カ
、

一
八
五
〇
年
約
ニ
六.
 

万
馬
力
、
.ー，'&
ハ0

申
に
は
す
で
に
八3 1
:
ガ

^
カ
に
罾
1 ;
.た
。
資
本
主
義
的
発

S
■一ン 

八 
五 
四

5 ノ V
-S

•

八
3n. & 年

五

*

四

八
ソし
八

四 UU

m
CD

四

CD
九

ホ

A
九

/ ■ キ 

ト

ル ::

■■ ——

P <■ 5 3
九

八
五

八

八

七

八
五
六

M ,

('

七

■=&*

七 »

六
九

：

六

八

七

六

S
五
、

七

:プく

.メキ
1 ロ 

ト

ノレ：_

七 六 1
ズ
四

八
六tさ三

■..ぐ

年

九

八

UU

八

i

八

四
七

八

八

次

七

八

メキ 

ト
ル

八
七
CD へ

年

ホ

r— *
: -•. 
、

CD

四
九
六 ぬ

.し
0
丨

j
.

-
.

.
.
1

> キ
1 ロ 

ト
ル

展
の
ひ
と
つ
の
道
標
と
も
い
う.べ
き
鉄
道
網
の
靡
達
に
つ
い
て
、

一
八
五
〇
年

か
ら
一
八
七
0
年
ま
で
の
プ
ロシ
ヤ

だ

け

を

と

っ

て

み

る

と

、

前
頁
の
表
の
よ

.

う
な
い
ち
じ
る
し
い
増
大
が
見
ら
れ
る.

a

八
七
〇
年
に
は
一
八
五

a

年
の
'金

長
の
一u

借
に
逮
し
た
こ
と
に
注
意

)

0

i

八
四
〇
年
以
来
、
ラ
ィ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
シ
レ
ジ
ア
、
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び

内
都
の
少
数
の
諸
都
市
に
発
生
し
た
大
工
業
の
芽
生
え
は
、
ひ
き
つ
：づ
き
急
速

に
育
成
さ
れ
、

)

拡
大
さ
れ
、
地
方
の
家
内
工
業
は
ま
す
ま
す
ひ
ろ
が
り
、
.鉄
道

建
設
が
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
.つ
ぎ
に
、
や
は
り
ク
チ
ン
ス
キ
ー
の
示
す

(

7

)

と
こ
ろ
に
よ
.っ
て
、
当
時
の
工
業
労
働
者
の
数
を
み
よ
う

(

I
は
企
業
数
、
正 

は
労
働
者
数
、
M
は一企業あたりの労働者数

)

。.，

：

i
八
五
3X

四
九

年
代

%
六

\
-ニ ■，為

■ ■龜 

• 、

七

I 鉄

お

よ'

び
鋼
鉄

四
四
、

七
どと

四

I

四
八

I

四

と'，

云

I 機

械

o

四

----

四
七

. O

六
>

I

奕 35：
I

• S

I 車鉄 

輛道

産ょ

業び

六

o
九
五

T3^*

八 四
八
四

I

七
五

ニ
七

I

ノ、

著 五
七

I 化

ェ

業

七

四

四

四

九

I.

九

I

.
:か
く
し
て
ド
イ
ツ
資
本
主
義
が
そ
の
基
礎.を
確
立
す
る
に
0
れ
て
、
赞
働
組 

合
連
動
が
自
然
発
生
的
に
お
こ
ら
ざ
る
を
え
な
か
.っ
た
。
ド
イ
ツ
労
働
組
合
蓮 

動
の
発
端
ば
：、

ー
八
四
八
年
空
ニ
月
革
命
の
頃
と
そ
の
時
期
を
同
じ
く
す
る

.。

.

 

前
近
代
的
要
素
が
根
強
く
残
荏
し
、
ギ
ル
ド
的
手
工
業
が
そ
の
当
時
の
支
配
的 

な
産
業
形
態
で
あ
ら
た
一.
<四
0
年
代
に
は
、
労
働
者
の
日
常
利
益
を
代
表
す 

る
と
い
ぅ
労
働
組
合
の
活
動
に
主
と
し
て
あ
た
っ

て
い
た
§

者

と

職
業
の
団 

結
組
織
に
は
ノ
㈠
相
瓦
肤
助
基
金
、㈡
ス
ト
ラ
イ
キ
団
体
、㈢
労
働
者
教
育
協 

会
.の
三
づ
が
あ
っ
た
。
だ
が
 
一
A
四
八
年
の
革
命
の
敗
北
と
、
そ
れ
に
つ
づ
く 

反
動
の
時
代
に
は
、
勤
労
者
が
闘
い
と
マ
た
民
主
的
な
諸
権
利
は
次
第
に
剝
奪 

さ
れ
、
た
と
え
ば」

.八
五
四
年
七
月
に
は
、
ブ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
連i

♦
の
特 

別
決
議
：に
ょ
って
、

ド

イ

ツ

連
邦
に
属
す
る
す
べ
て 

の
ド
イ
ツ
国
家
は
、
現
存
の
労
働
組
合
組
織
に
解
散 

を
命
ず
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
ほ

ど

で
あ
る
。

.こ
れ
を
み
る
：に
、.鉄
鋼
業
の
場
合
、，
ー
八
四
九
年
か
ら1/\
六
ー
年
ま
で
の 

士
一
年
間
に
、
労
働
者
数
は
 
一
S
強
、
機
㈣
員
罾
の
塲
合
に
は
ー
ー
蓓
強、
.
i 

お
よ
び
車
輛
産
業
を
み
る
に
四
倍
、
化
学
工
業
に
お
い
て
は
あ
ま
り
目
立
つ
た 

増
加
は
み
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
緣
じ
て
、
産
業
革
命
の
過
程
，に
お
け
る
近
代 

的
な
プ
.P-
レ
^
リ
ァー

ト
の
，い
ち
じ
る
し
い
増
加
が.み
ら
れ
■る
。
.
.
.

ド
イ
ツ
社
会
運
動
史
に
か
ん..する
'最
近
の
資
料(

そ
の
ニ)

.

.

し
か
し
な
が
ら
、

一
八
五
〇
年
代
の
終
り
か
ち
一 

A
六
0
年
代
に
が
け

て

の

資
す
主
義
の
発
展
に
と
も 

'な
ぅ
重
工
業
の
勃
興
に
ょ
っ
て
、
政
治
権
力
は
侬
然 

と
し
.て
：ユ.ン
_力
V
の
擧
中
に
あ
.っ■.た
と
は
.い
え
、
労 

働
者
階
級
の
大
部
分
を
し
め.て
い
た
手
工
業
職
人
、
家
内
労
働
者
に
代
っ
て
、
さ 

.き
の
表
に
み
だ
ょ
ぅ
に
、
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
大
き
な
比
重
を
し
め
石 

上
,
に̂
な
っ
た
。「

ユ
，
ン.
力

%
o'
-

.T
^
J
と
し
て
の
地
位
に
甘
ん
じ
な
が
ら
も
、 

発
展
.の

途̂
を
迪
り
つ
つ
あ
ら
た
ド
ィ
ッ
資
本
主
義
の
担
い
手
と
し
て
、
ブ
ル 

ジ
ョ
ァ
ジ
1

は
ー
八
^

—*
年
六
爿
九
日
、
プ
ロ
シ.
.ヤ
の
自
由
主
義
者
を
糾
合
し
、

H
九

C

八
六
.九)



こ
こ
に
進
取
党
を
結
成
し
た
ぬ
だ
が
、
ド
ィ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I
は
、
依
然 

と
し
て
周
四
の
矛
盾
の
な
か
に
動
揺
し
て
い
た
。
ニ
方
.で
：は
彼
;̂

ま

、
"
独

占

的
 

な
政
治
権
力
|

分
の
宇
に
;>
つ
ま
り
_
由
主
義
的
な
亂
会
の
多
数
派r
'よ
う
：
 

て
え
ら
ば
れ
た
内
閣
の
手
に
う
：つ
そ
う
と
.要
求
し
.て
い
た
0:.'だ
成
他
方
で
は
彼 

ら
は
、
強
力
に
よ'
.っ
て
の
み
、
し
た
が
ら
て
事
実
上
の
独
裁
に
：よ
っ
て
の
.み
実 

行
し
う
る
ド
ィ
ツ
の
革
変
革
を
要
求
し
て
い
た
。
そ
の
'さ
い

、

ブ
，
ル
：
ジ

：3 

ア
階
級
は
、

一.
<四
八
年
以
来
、
決^
的
な
瞬
間
に
お
い
、て
や
り
ぬ
く
た
め
：に 

必
要
.なH

ネ
ル
ギ
ー
の
か
け
ら
す
ら
も
っ
て
い
な
い
；こ
と
を
証
明
1
て
：き
た
°
 

政
治
に
は
、
た
だ
ニ
つ
の
淡
定
的
な
勢
力
し
か
な
い
。

つ

‘ま
り
組
織
さ
れ
た
国
， 

家
権
力
た
る
軍
隊
と
、
人
民
大
衆
の.組
織
さ
れ
て
い
な.い
原
基
的
な
強
力
と
が
：
 

そ
れ
で
あ
る
。
大
衆
に
う
っ
た
え
る
こ
と
を
、
，
ブ
ル
ジ
ョ
ハ
階
級
ル
、
.
ー

A'
®'
.
'

は
る
か
に
ぉ
'そ
れ
て
い
か
。.め
於
^

か̂
か
で
レ
T'
^
i
v
6
iI
'
A
i 

か

か
っ
た
。
だ
が
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
章
の
ま
ま
に
か
、
1
い
i
°?
o

. 

-
' 

.

ビ
ス
マ

ル
タ
は
顧
慮
す
る
とこ
，
ろ
な
く
突
込
ん
で
ゆ
く
ユ
ン
ヵI
の
意
志
を 

も
ち
合
せ
て
い
た
点
でノ
一
 
自
由
主
義
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
凌
い
だ
。
こ
の
が
む 

し
ゃ
ら
な
意
志
は
、.彼
の
階
級
仲
間
を
い
ち
じ
る
し
く
抜
く
彼
独
特
^-
も
の
だ 

っ
た
。
■，第
二
帝
国
の
ボ
九
パ
ル
テ
ィ
ズ
ム
の
な
か
，

.に
、
ビ
ス
.マ
ル
.ク
.は
.ブ
ル
.ジ 

3
ア
ジ
-
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
世
界
史
的
闘
争
の
一
時
的
揷
話
を
看
取 

せ
ず
に
、
近
代
的
な
絶
対
主
義
、
.す
な
わ
ち
ブ
'ル
ジ
ョ
ア
ジー
の
政
治
的
諸
 ̂

求
を
鉄
拳
で
抑
え
つ
け
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
巨
大
：な
生
産
力
を
発
展
せ
し
め 

る
た
め
に
、
近
代
的
絶
対
主
義
の
典
型
的
形
態
を
看
取
し
た
の
で
あ
っ

(

で)

、
い

.

四

〇

.

(

八
1七
0)

み
じ
く
も
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

「

ビ
ス
マ
ル
タ
は
、
ル
イ
•
ナ
ポ 

レ
オ
ン
を
.フ
ラ
，

.
V

ス
の
冒
険
ず
：き
：な
王
位
僭
称
者
か
ら
、
プ
ロ
シ
ヤ
の
田
舎
貴
'
 

族
と
'>'
イ
ッ
©.
大
学
生
組
合
員
に
翻
訳
し
た
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。
.-
、ビ
ス
マ
ル 

ク
は
、.■ル
イ
•
'ナ
ポ
レ
オ
ン
と
ま.マ
た
く
同
じ
よ
う
に
、

」

偉
大
な
実
際
的
な
頭 

脳
の
.持
主
で
あ
り
、
：
非
常
に
ず
る
が
し
：こ
い
人
物
.で
あ
り
、
う
ま
れ
っ
き
老
猜 

な
仕
事
師
だ
っ
.た」

,0
半
封
建
的
"
絶
対
主
義
的
勢
力.：

C

ュ
ン
ヶ
ル
ト
ゥ
ム

)

.の 

代
弁
者
4
し
て
の
ビ
ス
マ
ル
ク
は.、
ド
イ
ッ
資
本
主
義
発
展
の
途
上
に
.
お
い 

て
、

ユ\

力ー

と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
ど
：の
抱
合
妥
協

(

国
内
の
政
治
的
支
配
者 

と
し
て
の
.ユX

力

ー

の

権

力

一

M

柱
と
し
て
の
軍
隊
お
よ
び
鞏
固
な
官
僚
組 

'織
|

ど
、
同
じ
く
国
内
の
社
会
的
経
済
的
支
配
者
と
し
て
の
資
本
家
階
級
と 

.

.

.

.

の
間
の
.矛
盾
の
融
和)

、
，-ぞ
れ
%;
主
.と
し
'..
て
.
ン
：.ヶ
、ル
ト
_ヶ
ム
め
㈣
#.
を
'ブ
ル 

ジ
ョ
ア
的
利
益
に
優
先
せ
：し
め
る
た
め
の
使
命
を
。お
び
て
登
場
し
た
の
で
あ
っ 

て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
階
級
は
ビ
ス
マ
ル
ク
の
な.か
に
、
次
第
に
そ
の
勢
力
を
増
大 

し
つ
，つ
あ
っ
た^
働
者
階
®
の
蓮
動
、'と
ぐ

に
a :

♦
民
主
党
に
た
い
す
る
彼
の 

は
げ
し
い
憎
悪
を.，み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ユ
シ
カ

ー

へ
の
服
従
の
化
償
を 

発
見
し
た
の
であ
.？

た
0
.
:
,

.三

.つ
の
方
策
に
.よ
っ
.て
、.
ビ
ス
マ
ル「

ク
は
ド
イ
ッ
労
働
蓮
動
を
わ
が
も
の
に 

し
よ
う
ど
、
ま
た
こ
れ
に
対
妈
七
よ
う
と
努
め
た
。
ま
ず
•一

 
八
六
三
年
五
月
以 

来
、ラ

ッ
サ
ー
ル
及
び
'ラ
.ッ
サ
ー
ル
主
義
者
た.ち
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、 

っ
ぎ
に
は
，一
八
七
八
年
の
社
会
主
義
者
に
対
す
る
例
外
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
か 

ら
八
◦
年
代
に
社
会
主
義
鎮
压
法
は
な
お
有
効
で
あ
っ
た
が

—
「

社
会 

問
題
の
解
決
策j

と
1>
て
、
.災
害
.
s

.

.
疾

病

.廃
疾
H
養
老
保
険
制
度
を

し
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

一
八
六
三
年
五
月
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
に
ド
イ 

ッ
十
一
郡
の
都
市
労
働
団
体
の
代
表
十
一

1

名
が
集
ま
り
、
会
ド
イ
ツ
労
働
者
同
。
 

1(Allgemeiae Deutscher AHbeiteHverein)

が
成
立
し
、
ラ
ッ
サ 

I
ル
は
み
：ず
か
ら
そ
の
領
袖
と
な
っ
て
、

こ
.ご
に
後
年
9
ド
イ
ツ
—

民
主
党
:

.

の
礎
石
0'
ひ
と
つ
が
'き
ず
か
れ
た
。
.:
1方
翌
時
、.ア
ウ

グ

ス

ド

,
ベ
ー
ぺ
ル

. 

.

.

.
• 

-
.
.
.
.
.
.
.

.(
A
u
g
u
s
t

.

.

.

.'BelDel)

と
ウ
ィ
ル
.へ
.ル
ム
•
.
.
.
>;
'
丨
0フ
ク
ネ
.ヒ
；.ト
:'
'(

句

1
1
1
1
0)
1
1
1
1
.

 

L
i
e
b
k
n
e
c
h
t
)

は
、i

ブ
イ
プ
ツ
ィ
：ッ
ヒ
の'労
働
者
教
育
協
会
：

(Ar-beiter- 

bndungsvereill)

に
：お
い
-r
実
践
運
動
に
参
^.
し
て
い
た
が
、
や
が
で
第
一 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
の
；方
針
を
と
る
か̂か
を
め
ぐ
っ
て
«
11
に
分
裂
が
お 

と
り
、

ニ
 

H

丨
ル
シ
ぺ
ル
ク
に
お
い
：て
開
が
れ
た
労
働
者
警
大
会
は
第
.一：イ
， 

X

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
方
針
を
採
択
す
る
マ.ル
ク
X
主
義
渚
と
：こ
れ
に
反
対
す 

る
飪
庙
王
義
者
と
に
わ
が
れ
た
。
こ

こ.̂
お
い
、て
、.べ
：

—

べ
ル
等
は
、
一
八
六
九.

.

年

/\
-
'月
七
日
か
ら
：九
日
に
か
：け
て
ア
イ
せ
ナ
ブ
' ハ
に
.会
合
し
、.
.社
会

民

、
王

労

働 

者

党(sozvldeino^atische Arbeiterp'artei)

を
結
成
し
た
0
ラ
ッ
.

ザ
ー
ル
が
：、̂

#

_権
の
獲
得
と
«-
家
の
信
用
に
よ
る
ー
生
産
組
合
と
い
ぅ
.ニ
ト 

つ
のE

擦
を
実
現
し
よ
>
と
.し
て
、
接
近
し
た
め
を
逆
に
利
用
し
て'、
ビ
ス
.マ
.
 

，ル
ク
は
、

：

社
会
主
義
^

を̂
自
家
薬
籠
冲
の
も
の
た
ら
し
め
よ
ぅ
ど
レ
だ
が
：、

ラ
ッ
サー

ル
.の
；死
後
は
、^:
ド
イ
ツ
.労
働
者
词
盟
は
シH

ワ
.イ
.ツ
ア
€1
0
1
1§2
1
 

Baptist von. Schweitzer)

が
首
領
と
な
；り
、
ビ.
.ス
マ
ル：

ク
と
関
係
を
保 

ぢ
’
そ
：の
結
果
ア
イ
ゼ
：ナ
：ッ-
と
の
対
立
：は
激
化
し
た
：？
ラ
ヶ
サ

ー

ル
旅
め
小 

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
と
ア
イ
ゼ
ナ
ッ

:

ハ
派
め
.マ
ル
ク
ス
主
義
が
、
，は
げ
し
い
.：

'
確
執
を
つ
づ
け
て
い
：る
腺
り
、
ビ
大
プ
ル
ク
は
安
ん
^
て
ぃ
^
こ
と
が
で
き
た 

>

ト
イ
ッ
社
会
運
動
史

U

か
ん
す
る
最
近
の
資
料

(

そ
の
.5
.
.
:

が
、：.や
が
て
両
派
合
同
：の
機
連
の
発
生
は
、
ビ
ス
：
マ
ル
ク
の
政
策
が
ド
イ
ツ
資

'
 

本
主
義
の
矛
盾
の
解
消
を
侵
略
主
義
へ
の
志
尙
に
お
い
て
求
め
よ
ぅ
と
し
た
と 

き
、
ー：層
強
め
ら
れ
た
の.で
あ
る
。
：1
た
 

レ
：ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
•
ホ
ル 

:

シ
ナ
タ
七
シ
馨
、
.：

一：.

八
六
.六
年
普
義
争
を
へ
て
、
翌

1
八
六
七
年
の
北
-K 

へ
イ
ツ
逾
弗
の
跟
立
、
そ
し
て
や
が
；て
：フ
ラ
ン
：ス
と
の
衝
突
、
こ
れ
は
ビ
ス
マ
...ル
ク 

に
と
っ
で
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
;0「

ビ
へ
ス
.マ
ル
ク
は
、
オ
ー
.ス
ト
リ
ア
と 

.の
講
和
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
の.戦
争
を
は
'^
ん
.で
い
た
こ
と
を
、
た
ん
に
知
っ
て 

い
た
だ
け
：で
な
く
、.そ
れ
を
の
ぞ
ん
で
も.い
た
。

」

•£
;の
戦

争
,-
そ
、
ま
さ
に
ド 

:

イ
ツ
.の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
よ
っ
て
彼
に
命
じ
ら
れ
た
プ
P
シ
ア=

ド
イ
ツ
帝 

'園
を
完
成
：す
る
た
め
の
手
段
を
あ
た
え
る
べ
き
も
の
'だ
0
た」

。

将
軍
モ
ル
，ト 

:

ヶ
は
、
3
:ル
、ザ
.ス=

ロ 

Iト
リ
ン
ゲ
ン
.を
#
合
す
れ
ば
、

ョ
ー
：ロ
ッ
パ
の
武 

.
装
は
解
除
’さ
れ
る
で
あ
ろ
y」

とi
K

っ
た

が

、

ビ
ス
マ
.ル
ク
fc
よ

る

上
か
ら
の 

革
命
が
、
'-0
フ
'ロ
：へ
シ
，
ア

武

カ

国

家

と

ド

'イ
ツ

•
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ー

と
の
妥
協
に
よ 

っ
て
確
立
さ
れる

や
、
こ
れ
ら
の
両
勢
力
は
、
：
セ
ダ
ン
\
へ
の
侵
略
戦
争
を
敢
行 

'

U、
'
:分
捕
：0
物

を

相

其

に

分

け

合

：
っ
た
：
：
の

で

あ

る

。
，
：

:\
:
.〉

：
：

：
，
パ

.
hナ
ポ

レ

オ

ン11 ー

世

©
ビ

.ギ
マ

'ル
"；グ
に

対

す

：る

屈

服

以

後

で

ド

イ

ツ

の

労

働

者
 

'階
級

が

戦

争

の

継

続

お

よ

び

.エ
ル
ザ
ス

•
ロ

I
ト
リ
ン

.ゲ
ン

の

併

合

に

反

対

し

、 

と

ぐ
.に
ゥ
ィ
ル
.へ
-ル
ム
•
リ

ー

。フ
ク
..
ネ
ヒ
ト
と
ア
ウ
グ
ス
ト
•
ベ

ー

ベ
ル

が

.議

ぐ
会
に
お
い
ー
て
戦
争
予
算
を
公
然
と

 

.支
配
階
級
の
内
部
に
：は
、 

软
©;
。ハ
リ
：‘
'コ
ゾ
：ぞ
^ ̂

て
、
：社
会
主
義
考 

，
に
た
如
ず
る
異
常
な
恐
怖
心
が
昂
ま
ク
た
ぺ
ブ
ル
ジ
ョ

ア
踏
級
と
半
封
建
的
な 

.

司
法
機
関
は
’、
一

労

働

蓮

動

の

1

者
や
社
会
民
主
党の

に

不
利
な
_
ま

 ̂

-

V

-

'
.
V

 

.■
四

.
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(

へ

.



_

.

防
護
条
項
I

叛
逆
、
謀
反
、
お
よ.び
不
敬
の
嚓
に
適
用
ざ
れ
る

——

を
適
用

.
し
よ
う
と
す
る
傾
向
釔
有
し
て
い
た
が
、
し
か
し
ー
エ
ル
ザ
ス

• 
ロ

ー

K
リ
ン
ゲ

• 

‘ 

.

.

ン
.
.の
併
合
に
反
対
す
る
労
働
者
階
級
の
蓮
動
や
戦
争
の
拒
否
は
、
た
だ
ぞ
れ
だ 

け
で
は
法
律
的
に
叛
逆
罪
の
概
念
の.な
か
に
包
括
し
：え
な
い
も
の'で
あ
り
、
社 

会
主
義
者
に
対
じ
：て̂

罪̂
の
告
_
を
構
成
む
よ
う
.と
す
る
試
み
は
_

.に
終
，
 

っ
た
。
被

告

た

ち(

リ
す
プ
ク
.
‘不
ヒ
：ト
：と
べ
：！
ぺ
ル

)

は
.、
革
命
家
'で
あ
り
従 

っ
て
共
和
主
義
者
で•は
あ
っ
た
が
，
彼
ら
が
憲
法.

Q

破

壊

の

、
た

め

：
に

、

.す

な

わ
 

ち
、
国
家
権
カ
め
打
倒
か
た
め
に
暴
カ
を
用
い
よ
う
と
決
心
し
た
と
い
う
こ
と

. 

を
確
証
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
支
爾
級
を
焦
慮
ざ
：せ
た

0;
.

;と
く
.に
ー
八
七. 

五
印
、
：ゴ
I
タ
に
お
け
る
ラ
，ッ
サ
ー
丨-
派
と
ナ
ィ
ゼ
ナ
.ッ
ハ
派
ど
の
合
同
に
よ 

っ
て
成
立
し
た
ド
ィ
ッ
社
会
民
主
主
義
労
働
者
党
.は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
な
社
会 

秋
序
に
と
.っ
て
大
き
な
危
險^
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ/t
.。
す
で
に
.ベ
ー
ペ 

ル
と
リー

プ
ク
ネ
ヒ
ト
は
、
，社
会
民
主
主
義
労
働
者
党
の
建
設
、
鼠
民
大
会
に

U
 

お
け
る
煽
動
的
な
演
説
、
国
民
を
挑
発
さ
せ
る
た
め
の
論
説
を
書
き
、
，
且
つ
そ

.

.
 

.れ
に
よ
っ
て
北
ド
ィ
ッ
連
邦
の
憲
法
を
暴
力
的
に
変
更
し
よ
う
と
ず
る
叛
逆
的 

な
企
て
を
準
備
し
た.と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、

1i

年
間
の
：要
塞
禁
錮
に
処
ぜ
ら 

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
志
向
刑
罰
的
傾
向

(gesimlungsstrafrechlicileil 

Tendenz.)

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
防
護
条
項
を
も
っ
て
し
'て
.は
い
ま
や
ま 

.す
ま
す
強
く
且
つ
独
立
的
と
な
る
労
働
者
階
級
の
政
治
運
動
を
有
効
に
防
止
す

■

S

る
こ
と
は
困
難
と
な
：っ
た
。
い
ま
や
何
ら
か
の
処
置
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か 

つ
た
。

一
八
七
八
年
五
月
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
、
無
政
府
主
義
的
な
：一
労
働 

者
が
皇
帝
に
発
砲
し
た
と
き
、
そ
の
機
会
は
到
来
し
た
0

:
四
二
. C

八
七
ニ〉

?

.社
会
主
義
鎮
i

<D
制
定
は
労
働
省
階
級
の
蓮
動
に
壊
滅
的
な
影
響
を
あ
た 

，え
：た
。
社
会
民
主
党
辟
導
者
は
、
急
速
に
觉
員
大
衆
と
の
接
縱
を
失
っ
て
ゆ
き
、 

、警
察
め
追
跡
は
、
：
そ
の
組
織
を
破
滅
に
お
と
し
い
れ
、

'、
プ

P
レ
タ
リ

T

!
ト
の 

.重
要
な
組
織
お
：よ
び

I

旦
伝
：の
武
器
、
.労
働
者
を
ひ
とつ
に
し
協
同
せ
し
め
て
い 

•
'
た
ぢ
ら
承
る
も
办
一
た
と
え
ば
教
綦
団
体
や
合
唱
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
も
の

. 

さ
え
.も
^

-は
絶
滅
さ
せ
:̂

れ
た(

の
で
あ
づ
た
。
ず
べ
て
.がこ
の
^
酷
な
弾
圧 

立
法
に
：よ
っ
て
、.壊
滅
さ
せ
ら
れ
た
。
'社
会
主
義
運
動
の
抵
抗
力
は
う
ち
破
ら 

れ
た
よ
5
に
み
え
、'-
ビ
ス
ヤ
ル
ク
の『

鉄
と
血』

へ
の
体
制
は
、
社
会
民
生
觉
を 

完
全
に
窒
息
さ
せ
た
か
に
み
え
た
。.だ
が
：プ
ロ
レ
タ
リ
ナ
ー
ト
の.中
核
組
織
.
 

は

、
，
最

初

の

嵐

が

去

.マ
た

.0
ち
’
そ
の
組
織
を
、
，新
た
な
状
勢
に̂
す
る
よ
う
.
.
 

に
再
建
し
よ
う
と
努
力
し
、.
社
会
主
義
鎮
圧
法
に
た
い
し
て
果
敢
な
闘
争
を
開 

始
し
.た
の
.で
■.あ
'る
。
、た
，が
木
幸
に
し.て
.
.

)」

一
の
よ
う
な
状
勢
の
も
と
に
社
会̂
^
!

'
党
指
導
者
層
の
間
に
は
日
和
見
主
義
が
枱
頭
し
は
じ
め
て
い
，た
。
そ
の
鄯
情
を 

■
簡
単
に
の
べ
る
な
ら
ば
、
と
れ
は
ま
さ
し
ぐ
ド
イ
ツ
に
お
け
る

『

解
党
主
義』 

で
ぁ

っ
た
。
社
会
主
義
鎮
圧
法
の
脅
威
の
前
に
屈
服
し
、
合
法
的
な
政
党
と
し 

て
.と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
幹
部
た
と
え
ば
ガ
イ
プ

(
A
.
Q
e
i
b
)

等
は
、
社
会
民
主 

党
を
も
*?
て
、
そ
れ
が
社
#
王
義
者
例
外
法
に'の
べ
ら
れ
て
'い
る
よ
う
な
革
命.
 

的
な
政
党
で
は
な
い
と
い
う
証
拠
を
あ
た
え
よ
う
と
し
^
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級 

.
に
対
す
る
過
小
評
価
、
政
治
的
客
観
状
勢
：の
完
全
な
無
視
は
、
こ
の
決
定
的
に 

.

重
要
な
時
期
に
主
権
を
掌
损
し
た
党
指
導
部
の
小
市
民
的
思
想

—

そ
の
代
表

的
な
も
.の
と
し
.て
テ
^
.丨.ひ
..ン
グ

-
の
.あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、

マ
ル
ク
ス
主
義

の
原
則
と
違
反
す
る
も.の
■で
あ
.つ
た
。〈

そ
れ
ゅ
ぇ
ド
ィ
ッ
の
労_
蓮

動

は

、

.
一

八
七
八
年
十
月
以
後
い
馨
的
な
計
画
や
中
心
的
な
指
導
が
存
在
す
る
こ
と
な 

く
'
ま
っ
た
く
i

の
な
い
ま
ま
に
非
合
法
狀
態
に
移
っ
た
の.で
あ
る
。

以
上
.の
ょ
ぅ
に
社
会
民
主
党
は
、

：

合
法
的
日
和
見
主
義
の
な
か
に
動
揺
す
る
, 

指
導
部
と
非
合
法
の
プ
ロ
レ
タ
リ
プ
的
巾
ぼ
と
の
矛
盾
に
悩
み
ご
社
会
主
義
鎮

'
 

压
法
の
弾
圧
下
に
た
え
ず
屑
舞
わ
れ
る
分
裂
の
危
機
を
回
避
し
な
.が
ら
困
難
な 

闘
争
を
づ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
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社

塗

義

者

例

外

法

：

(

鎮
0*
法)

は
、:'
'
:
;
'

そ
の
第
£
ハ
条
に
お
い
て
，
議
会
裁 

:

.

.
 

§
r c 
八
七
'三)

<



判

所(Keic
ぼbeh

o:r
d
e
)

の
設
立
を
規
定
し
て
い.る
が
、
：.こ
れ
に
よ
れ
ば
、
， 

い
わ
ゆ
る
例
^

を̂
理
由
に
、
警
察
に
よ
っ
て
お
さ
え
ら
れ
た
著
者
、
'出
版
業
、

‘
者
及
び
団
体
幹
部
は、
.
-の_

所
に
そ
の
苦
情
を
申
し
出
る.こ
と
が「

で
：ぎ 

た
。
立
法
者
の
説
明
に
，よ
れ
ば
、1

の
自
由
意
志
に
.と
も
な
.う

例
外
法
；の.
— 

用
に
反
対
す
る
こ.と
：は
、
最
高
^
:所
の
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と' い
う 

の
.で
あ
る
。
例
外
法
の
濫
用
を
さ
け
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
機 

関
が
、
.逆
に
社
ム
1
義
者
に
た
，い
す
る
#
察
の
压
迫
を
一..層
は
げ
し
く
す
る
役 

割
を
に
な
う
危
険
性
を、
' 社
会
民
主
党
が
予
期
し
た
と
と
は
当
然
で
あ
っ

た
。_

 

こ
の
政
府
機
関
す
な
わ
ち
苦
情
処
理
委
員
会

(die: B
e
s
c
h
w

'alrdekomlnis- 

S
i
o
n
)

こ
そ
、
' や
が
て
帝
国
委
員
会(Reicils-commissioll )

と
呼
ば
れ 

て
、
社
会
主
義
運
動
の
鎮
压
の
た
め
の
重
要
な
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

帝
国
委
員
会
-—

•正
し
く
は
帝
国
議
会
委
員
会

(Keichsta
oqskommis- 

S
i
o
n
)

は
、
六
人
の
保
守
党
員.CK

O
S
e
rvativ

)
、

七
人
の
国
民
自
由
党
員 

(National-liberal )
、

六
人
の
.中
央
党
の
議
員
、

11

人

の

進

.旗

党

員

か

ら

な
 

っ
て
お
り
'、
彼
ら
.は
い
ず
れ
1も
共
通
の
階
級
的
利
害
に
よ
？
て
結
ば
れ
て
い
る 

が
、
そ
の
党
派
性
と
は
別
に
、
彼
ら
は
ま
ず
第
一
.
に
資
本
家
的
な
制
度
の
擁
護 

者
で
あ
り
：、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
敵
の
克
服
、
階
級
意
識
に
目
ざ
め
た
プ
ロ

レ
タ
リ 

ァ
ー
ト
の

克
服
を
通
じ
て
現
存
社
会
秩
序
の
維
持
存
続
を
は
か
る
こ
と
が
課
題 

と
さ
れ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

.い
P
こ
の
委
員
会
は
、

ー
八
七
八
年
十
月-:
. 

i

日
、「

社
会
民
主
党
の」

般
に
危
険
な
努
力
に
反
対
す
る
法
律

」
P
K
e
i
c
h
s

丨 

gesetz 

的eg
e
n

 

die . gemeing
e
f
S
h
r
H
c
h
e
n

 

westrebungen

 

der sozialdemokratie
^

に
よ
つ

て
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、一
八
八

パ

四

四C

八
七
四)

丨

一
.年
ー
一
ー
月1
1ー：；一:へ
日
.ま
で
を
期
限
と
す
る.有
効
期
間
は
、
：：つ
ぎ
.の
よ
ぅ
に
四
回
に 

わ
■'た
：
っ
：
て

延

期

さ

れ

た

jの
-で

あ
'?
た

。

す.な
わ

ち、
：
.
'
.

㈠
.'

「

八

八

〇

年

五.月
5
1,
日

の

ド

ィ

ッ

国

法

に

よ

ら

て

一

八

八

四

年
九

月

三

::

o
日

ま

.
で
八

 

V

ン 
V 

.

•

^
'
.
: 

1

八

7\
.:四.年
五
月
.二
八
日
の
ド
ィ
ッ
固
法
に
よ.っ
，.て
一
八
八
.六
年
九
月
三 

.
0日
ま
で 

•

 

‘

H

1
.
八
八
六
年
四
月
ニ0
日

の

、'-
>
'
ィ

ッ

国

法

に

よ

っ

て

、

一
八
八
八
年
九
月

:
三 

0H'
ま

で

:•
,;
.

.

H -
一
 
八
八
八
年
三
月
.：1
A日
の
ド
ィ
ッ
国
法
に
よ
っ
て
、.■.一.八
九
0
年
九
月 

三
0
日
ま
で
.

.

.

委

員

会

は

、
，
い

わ

ゆ

る

社

会

主

義

鎮

圧

法

第

ー

条

か

ら

八

条

ま

.で

に

規

策

さ 

れ
て
い
る：「

社
会
民
主
主
義
的
社
会
主
義
的
も
し
く
は
共
産
主
義
的
な
努
力
に 

よ
.っ
て
、
現
存
国
家
も
し
く
は
社
会
秩
序
の
打
倒
を
目
的
と
す
る
集
会
の
禁

4
|
 

•
:
:
:

」

：
に
も
と
づ
き
、
社
会
主
義
的
団
体
や
結
社
、
も
し
く
は
そ
の
た
め
の
印 

刷
出
版
物
お
よ
び
出
版
者-の
燕
査
に
あ
た
っ
た.
.ので
あ
る
，が
、
こ
れ
は
、
当
初 

と
の
委
貫
会
設
立
め
蹇
日
で
あ
っ
た-|
官
憲
に
よ
る
例
外
法
の
濫
用
、
.そ
の
'彼 

張
解
釈」

に
た
.い
レ
て
、
こ
れ
.を
抑̂
し
、
苦
情
を
処
理
す
る
代
り
に
、
あ
ら 

.ゆ
る
社
会
主
義
的
な
蓮
動
を
弾
压
す
る
た
め
の
公
然
た
る
手
段
と

な
っ
た
の
で 

あ
る
？
次
頁
に
示
す
表
は
、
.委
員
会
の
開
催
お
よ
び
苦
情
に
つ
い
て
の
判
•決
の 

数
で
あ
る
。

,
.

こ

れ

は

、

団

体

，お

よ

び

.印
刷
物
の
一
二
六
七
件
の
禁
止
総
数
の
ぅ
ち
、
帝
国 

議
会
委
員
会
に
i
っV

、

官
憲
が
考
厲
し
な
か
っ
た
三
ニ
九
の
苦
情
に
つ
い
て

評
価
さ
れ
、
七
：か
も

T
1:

件

鐘

ft
に
よ
：？
て
苻
政
処
分
さ
れ
、
残
り
の
三

：1

_ '■
 

八
件
に
.つ
い
て
は
、
規
則
通
り
に
、
官
庁
の
裁
定
に
よ
っ
て
処
分
さ
れ
た
。
ニ

 

■ 

卷

.ー
0
〇
〇
頁
を
こ
ぇ
る
こ
の
資
料
集
は
、
的
、
(1
3
)
'、
(0
)
荟

1部
に
わ
か
れ
、
'
 

^
は
'
定
期
的
な
印
刷
物
の
禁
止
：に
か
ん
す
る
栽
決
、
(B
)
は
非
讓
的
な
印
刷
"
■: 

物
の
禁
止
に
か
ん
す
る#

、̂
(0
)
は
団
体
の
禁
止
に
か
ん
，す
る1

と̂
な
？
て
.'
-
 

い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、:.
つ
ぎ
に
本
資
料
に
か
ん.：す
る
簡
単
な
考
察
を
試.み
る
こ
.
 

と
に
し
よ
う
。

社
会
主
義
鎮
压
法
の
急
襲
に
よ
っ
て
、，：社
会
民
、王
主
義
的
な
言
論
機
関
が
大

_ 

打
擊
を
う
け
た1

八
七
八
年
、
ベ
ル'
,リ

シ

新

.聞

(

B
:(
l
)-&
n
e
r-seie 

p
r
e
s
s
e
)
一,

一
四
七
号
は
螫
察
に
よ
：っ
て
禁
止
さ
れ
た
。

-
れ
fe
'た
い
し
し
て
：
、

一
八
セ
八
年
十
月
ニ
八
日
、
垒
ド
ィ
ッ

^
刷

桊

駔

食C
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n

 

, 

D
e
u
t
s
c
i
i
e
n
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
s
-
B
I
I
C
M
r
u
c
k
e
r
e
l
y
,

.の

幹

部

が

そ

れ

を

委

員

, 

会
に
訴
願
し
た
と
こ
ろ
、
—-
八
七
八
年
ー
根
拠
な
き
も
の
し/と
し
そ
拒
絶
せ
れ
. 

て
い
.る
。(

そ
の
理
由
と
し
て
、
ど
の
新
聞
の
内
容
に
づ
い
て
委
員
会
は
へ
つ
ぎ
； 

Q

よ
う
な
分
析
を
：お
こ
：な
っ
て
い
る0. 

.

;
.
••
:

」

■
'

'r

社
会
主
義
者
例
外
法
の
支
配
の
も
と

k

あ
っ
た
，一
八
七
八
年
十
只
ニ
三 

.
ド
イ
ツ
社
会
運
動
史
に
か
ん
す
る
最
近
の
資
科

〈

そ
の
ニ)

：
、

ぐ

，
.
\

一
日
に
発
行
さ
れ
た
ニ.四
七
号
に
.か
ん
し
て
い
え
ばV
こ
■の
新
聞
の
方
法
と
い 

,

5
-%
c>
^
.

(

d
i
e
A
r
t
u
n
d
w
e
i
s
e
>

、
m
3 .
ロ
ン
ド
ン
の

国

際

労

働

者

響
,'
'
.
:

(

第〔

1
'ィ
、ツ
タ
ー
ナ
ツ3
ナ

ル

：
…

，
筆

者)

に

よ

つ

て発

• 

.

.

.

. ，
，

:
表

ぼ

が

.報
知
さ
れ
::
x(

い
る
よ
ぅ
に
、
現
存
国
家
.お
よ
び
社
会
秩
序 

,:

と
全
く
相
容
れ
か
い
祀
会
路
主
党
の
綱
領
を
固
持
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も 

の
-で
あ
る…

•：
：

」

.，

.

.

.:

.

そ
_
>て
.
.つ.ぎ
^
よ
.ぅ
.に
^
ぅ

。
.

:
ヶ

：

;s
会
民
主
党
の
本
来
の
因
的
、'現

:#
の
：諸
関
係
や
諸
歌
態
、
教

会

およ 

び
国
家
制
度
、

_

と
り
わ
け
ド
ィ
ッ
帝
国
憲
法
、
~從
：っ
：ズ
瑰
存
の
国
家
お
よ
び 

「

社

会

薩

.のs

狻
が
-穿

'-
で
は
翁
で
語
ら
れ
.て
如
る…

…

。
こ
の
号
の 

:全
内
容
は
、
全
体
と
し
て
考
察
さ
れ
、
-
こ
の
新
聞
の
：従
来
の
：業
績
か
ら
明
ら 

か
か
傾
向
が
、&
敕
対
照
.-§
:れ
ね
ば
炎
ち
な
い
。
そ
ぅ
す
れ
ば
そ
れ
か
ら
、

■
つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
確
信
が
異
議
な
く
、動.か
し
が)

た
い
、
も

の

に

な

る

°

す

な

わ
 

'，
ち

、

ー--
-四
七
号
は
、:-
'
ー：^ -
七
八
年
の
十
月
：ニ'ー
日
の
#
律

第
1
一
条
に
明
ら

か
^
さ

れ

て

，
い

る

目

的
■を
追
求
す
る
も
の..で
あ
る
：.：
：
，
：
と
...
い

：ぅ

こ

と
..で
■あ

る

' f
l
y

.

'

 

-

第1

、
ィ

ン..：..タ.丨

チ
>x
.ョ.
^
.ル
；
の|3
事
.，を

く

わ;1
.ぐ
掲
げ
た:0
論
評
し
よ
ぅ
と 

す
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
ン

「

反
国
家
的
反
社
会
的1_
1
と
し
，て
き
び
し
い
態
度
を
も
つ 

'
.:'
'
て
め
ぞ
む
ビ
ス
マ
ル
ク
体
制
灶
：、
ゾ
ブ
ル
：

.ジ

''
-3ア
良
生
主
義
の_
片

.ま

で

も

拭

い 

.

^
ろ
令
と
ず
斧
ユ
：
ン
.ケ
；ル
>:
:
ゥ
：ム
"
プ
ロ
イ
也
シ
絶
対
茁
制
の
専
制
的
な
政
策 

を
背
骨
と
し
て.お
り
、
あ
た.か
.も
巨
大
な
軍
閥
と
官
僚
組
織
そ
し
て
財
關
に
支

え
ら
れ
だ
天
皇
制
の
、
世
界.に
そ

の

比

を

み

な

：
い

.残
虐

に

：
し

：
て

酷

烈

な

政

治

的

* 

' 

. 

1
-
'

-
,
:
'
.
. 

,

ノ

'

:四
：
五
.:
.

(

八
：
七

五

)



弾
压
I

と
く
：に
洽
安
維
持
法
を
通
じ
て|

を
_
い

出

さ

：
せ

，
る

に

充

分

，
で

あ 

る
°:い
ま
び
と
.
.つ、
-.
:定
期
刊
行
物
.に
.対
す
る
..
委
員
会
の
#
查
.を
.あ
へ
げ
.て
み

よ 

う
。
 

■ 

■

'
ー
八
七
八
年
十
月£
ハ
.日
、
ラ
ィ
プ
ッ
：ィ
ッ
ヒ.の
地
方
長
官
は
、
つ
ぎ
の
理 

E1
3
に
よ
り
、

フ
ォ
！
ゾH

ル

ッ( ，，v
o
r
w

JB:
r
t
s
*
w

を
禁
止
し
た
。

:

..
n

一
 

1六
号
の
'フ
ォ
ー
.ゥ
エ
ル
ッ
紙
に
：、

『

同
志
に
告
ぐ』，

と
い
う
論
説
が 

;

掲
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
下
院
議
院
ブ
ラ
：：ッ
：ダ
の
よ
び
か
け
を
解
説
し
た 

一
も
の
で
あ
.る
。
こ
の
な
.か「

で
ブ
ラ
ッ
ヶ
は
、
.読
者
に
社
会
主
義
鎮
圧
法
と
衝 

突
し
な
い

た

め

に

、

ど
の
よ
う
に

^
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
忠
告
し 

た
。
そ
こ
'で
ブ
ラ
ッ
ヶ
は
、.そ
の
同
志
に
、
敵
の
前
に
.自
然
に
屈
服
す
る
の 

で
は
な
く
、
警
察
が
干
渉.の
手
が
か
り
を
得
ら
れ
な
い
よ
う.に
活
動
方
法
を
：
 

.

.

.
■.吹
聴
し
た
.の
だ…

…
」

.

ン
こ
れ
に
た
い
し
て
委
員
会
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
.の
よ
う
に
論
評
を
加
え
て
い
る
。

「『

フ
ォ
，

—

ゥ
エ
ル
ッ』

の
.こ
れ
ま
で
の
態
度
は
.、

つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に
つ 

い
て
は
、
ま
っ
た
く
疑
い
が
な
い
。
'.
-
:つ
ま
り
こ
の
定
期
刑
行
物
の
な
か
に
、

■

現
存
国
家
お
よ
び
社
会
秧
序
の
打
倒
を
目
的
と
す
る
社
会
民
主
主
義
者
办
努 

力
が
追
求
さ
れ
て
い
る.こ
と
、
且
つ
訴
願
者
は
、
十
月
！

r

一
 
日
の
鎮
圧
法
の 

布
令
以
来
、
新
聞
の
論
調
に
何
ら
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
が
っ
.た
と
と
を
当
然 

と
し
て
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
法
律
に
従
う
.た
め
に
、
♦
、
•問
題 

に
な
っ
て
い
る
.そ
の
号
に
.、
公
共
の
平
和
を#
や
か
す
よ
う
な
方
法
で
、
そ 

の
努
力
が
暴
露
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
そ
の
禁
止
を
仮
定
す
る
な
ら 

枝
、.官
騫
に
よ
っ
て
蔡
止
の
观
凼
と
し
て
引
用
さ
れ
た
論
説
が
、
こ
-©
仮
定

. 

パ
：
：
.' 
四
六
？(

八
七
六
.

)

;-;
,に
.完
全

に

合

教

ず

る

',
か

'^
爻

か

.に
^.
.
.な
く

、
'

『

フ

^

iゥ
工

ル

.ッ』

の

禁

止

さ 

.'

.
れ

た

亡

ー

去

号

は

へ

そ

の

紙

面

の

―-
般

危
険
な
浊
袼
を
も
つ
と
こ
ろ
の
多
く
の
記
辦
を
か
か
げ
て
い

‘る)」

。

:

柚
象
的
だ
言
辞
を
弄
し
て
、
：

」

反
政
府
的
な
新
聞
は
、
容
赦
な
く
弾
！£
し
て
ゆ
こ 

.う
と
す
る
支
配
者
の
政
治
的
な
意
因.は
：明
自
で
あ
る

。

.

つ

ぎ

に
わ

れ
わ
れ
労
働
者
の.団
結
に
つ
い
て
、
委
員
会
が
、
ど
の
よ
う
な 

態
度
を
.も
，
っ

て

臨

ん

だ

か

を

考

察

し

て

み

よ

う

.0
-

V
A七
八
年
十
月
二
三
日
、
ベ
ル
リ
ン
の
ド
ィ
ッ
鍛
冶
屋
同
盥

(verband 

d
e
r

 deutschen scilmiede)

は
、
社
会
主
義
鎮
圧
法
違
反
で
解
散
を
命
じ 

ら
れ
た
が
、
，
こ
れ
に
対
し
十
月
ニ
九
日
、：

.議
長
ヵ
|
ル

，
グ
ス
.タ
フ
.
ア
ド
ル 

フ
•
ハ
ィ
ソ
リ
ッtw

a
r
l
G
u
s
t
a
v

 Adolf, neinricll).

は
委
員
会
に
，訴 

願
し
た
。
彼
は
、
こ
の
団
体
が
そ
の
集
会
に
お
い
て
政
治
問
題
を
議
論
し
た
こ 

と
は
な
い
と
し
、'.
と
く
に
そ
の
証
拠
:.
^
し
て
、

そ
.の
綱
領
第
三
条
、「

こ
の
同 

盟
は
、.会
員
の
物
質
的
：お
よ
び
精
神
的
利
益
を
促
進
し
且
つ
擁
護
す
る
を

E

的 

と
す
る」

.を
ひ
い
そ
訴
え
た
。と
こ

：
ろ.が
、
こ

.れ
に
た
い
し
て
、
委
員
会
は
、 

.つ

.き
の
よ
う
な
理
由
の
も
と
に
、
こ
の
団
体
の
禁
止
を
、

「

全
く
妥
当
な
も
の」 

と

し

た

，
の

で

あ

る

。

.

.

「

禁
止
の
理
由
を
説
明
す
る
前
提
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
.す
な
わ
ち
上 

記
の
団
体
の
これ
ま

で
の
活
動
にお
い

.て
、

現
存
国
家
お
よ
び
社
会
秩
序
の 

奵
倒
を
目
指
す
社
会
民
主
主
義
的
な
い.し
は

共
産
主
義
的
努
力
が
、
公
共
の 

:

平
和
を
危
険
にお
と

し

い

れ

る

よ
う
な
方
法
で
、
.そ
の
団
体
の
全
級
織
の
な 

か
忆
目
立
って
あ

ら

わ

れ

て

き

て

い

る

。

と

り

わ

け

、

階
級
憎
悪
の
煽
動お

よ
び
現
存
の
営
利
お
よ
び
財
産
秧
序
の
完
全
な
酸
禝
に
む
か
う
傾
向
と
結
ん 

で
、
そ
の
団
体
の
規
約
第
二
条
を
逋
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
目
的
に
明 

ら
か
で
あ
る…

…
」 

ノ
 

「

現
存
国
家
お
よ
び
社
会
秩
序
の
顚
锻

」
(

d
e
H

U
m
s
t
T
o
r
z

 de
r

 bestehen-, 

oi
e
nw

c+a
a
t
-
u
n
d

 G
e
w
e
l
l
s
c
h
a
f
t
m
o
r
d
n
u
n
g
)

も
し
く
は
、
こ
れ
と
同
じ
よ 

う
な
表
現
が
、
委
員
会
の
裁
定
の
文
章
の
な
か
に
つ
ね
に
あ
ら
わ
れ
て
く 

ビ
ス
マ
ル
ク
の「

鉄
と
血」

の
体
制
は
、
あ
ら
ゆ
る
帘
民
的
自
由
を
根
こ
そ
ぎ 

に
し
よ
う
と
す
る
点
で
、

一
九
三
〇
年
代
の
ナ
チ
ズ
.ム
に
相
通
ず
る
も
の
を

も

.
 

っV

い
る
。
帝
国
議
会
委
員
会
の
設
立
の
的
は
、
官
憲
に
.よ
る
個
人
の
自
曲 

の
侵
害
、
平
和
的
な
団
結
に
た
い
す
る
不
当
な
圧
f

排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ 

て
、
社
会
主
義
者
例
外
法
の
運
用
を
適
正
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ 

た
。
し
か
し
表
面
的
に
\
そ
の
よ
う
な

「

罟
情
処
理

」

の
機
関
の
扮
飾
を
こ
ら 

し
な
が
ら
、
そ
の.
■
に
は
悪
質
の
弾
压
の

：

意
図
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
.の
で
あ 

る
。
そ
れ
は
官
憲
に
よ
る
労
働
者
階
級
に
た
い
す
る
庄
迫
や
権
利
の
侵
略
に
た 

.い
し
て
、
こ
れ
を
抑
止
し
そ
の
ゆ
ぎ
す
ぎ
を
是
正
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し 

ろ
そ
の
反
対
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
ニ
巻
の
資
料
集
は
、
そ
の 

意
味
で
、

ー
/\
七
八
年
か
ら
ー'八
九
〇
年
に
い
た
る
十
ニ
年
間
、
不
当
な
理
由 

で
弾
圧
さ
れ
た
ド
ィ
ッ
の
労
働
者
階
級
の
組
織
の
鞏
固
さ
、
官
憲
の
こ
れ
に
た

.
：•

 

い
す
る
は
げ
し
い
憎
恶
、
と
く
に
議
会
委
員
会
に
よ
る
压
迫
や
弾
圧
の
合
理
化 

を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
物
語
っ
て
く
れ
る
し
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
読
む
こ 

と
に
よ
つ
て
：、
例
外
法
下
の
ド
イ
ツ
の
労
働
者
階
級
の
悲
痛
な
叫
び
を
き

X
思

.
1

八
九
〇
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